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３年生はいよいよ卒業ですね。みなさんは「自分とは何者なのか」「自分に課せられた使命は何か」
と考え込んでしまったことはありませんか。これは少年少女から大人へと成長していく過程によく見
られる事例の一つです。 

  
 
 
結論から言うと、多分正解はありません。あるのはあなた自身の納得解です。私たちはいろいろな

生き方や仕事を選ぶことができます。そして、日々の取組の中で自分自身が感じた役立ち感や達成感、
心地よさなどから、自分の良さと自分を活かせる環境や場面を見つけ、これをもって自分は何者であ
り、自分の使命はなんであるのかを自らが決めているのです。それ故、生活する環境や仕事、職場が
違えば異なる答えを導き出すことになるでしょう。 
人は日々の生活において、自分の存在価値や存在意義を求め、自分の存在を肯定して安堵感を持ち

たいと願います。この感覚をうまく得られないときに虚無感を感じたり、疎外感を感じてしまいます。
その結果、自ら孤立した状況を創り出したり、自分を傷つけてしまうことがあります。 
肩肘張らず、日常生活であなたに与えられたやるべきことに淡々と取り組めば、やがてあなたの使

命について納得解が得られる時が来ると思います。それは数年で訪れるかもしれませんし、何十年も
先のことかもしれません。 
この納得解は、社会と自分との関わりの中で見つけられるものです。人は人と交流する中で傷つく

こともありますが、人と交流しなければ自己肯定感も得られません。すべてにおいて人との交わりの
中で自分自身も創られていきます。 
コロナ禍で普及したオンラインによる交流を体験する中で、リアルな交流が重要であることに多く

の方が改めて気づかれたことと思います。相手の表情、何気ない仕草、言葉の抑揚など、リアルな交
流の中で相手の心情をくみ取り、自分の世界を自分自身の中だけに置くのではなく、自分の周囲にあ
る人や自然や文化も含めて自分の世界としていくことで豊かな心を育み、自分の存在価値を感じ、結
果として自己肯定感を高めていけるのです。 
新型コロナウイルス感染症はまもなく５類に変更され、それと同時に様々な活動が動き始めること

でしょう。地域、あるいは部活動、進学先、就職先での活動に積極的に参加し、人とのリアルな交流
をとおして自己肯定感を高め、あなたの使命を見つけてください。 
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２月２１日(火)～２８日(木)：１・２年学年末考査 
２１日(火)：頭髪服装指導 
２７日(月)：卒業式準備     
２８日(火)：卒業式予行・３年表彰式 

 

 Makers 

【行事予定】

https://www.torikyo.ed.jp/yonagoko-h/

